
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

【請求項２】
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第一のタイプ又は第二のタイプの受信信号を受信するためのチューナであって、当該チュ
ーナは、
前記受信信号の周波数に依存して複数の分岐の一つで該受信信号を処理し、該受信信号に
応じて中間周波信号を提供するためのマルチバンドタイプのミキサー・発振器装置と、
前記受信信号が供給され得る複数の入力、及び前記ミキサー・発振器装置から前記複数の
入力の少なくとも一つを効果的にデカップリングするためのスイッチを有する入力部とを
有し、
前記スイッチは、前記複数の分岐のうちの一つの分岐の入力に結合されていて、前記第二
のタイプの受信信号は前記複数の分岐のうちのこの一つの分岐の入力にだけ供給され、前
記第一のタイプの受信信号は前記複数の分岐全てに供給されることを特徴とするチューナ
。

第一のタイプ及び第二のタイプの受信信号を受信するための受信機であって、当該受信機
は、
前記受信信号に応じて中間周波信号を提供するための請求項１に記載のチューナと、
前記第一のタイプの受信信号を受信した場合、前記中間周波信号を処理するために結合さ
れた、第一の中間周波信号処理装置と、
前記第二のタイプの受信信号を受信した場合、前記中間周波信号を処理するために結合さ



。
【請求項３】

【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は、例えばＴＶ信号である第一のタイプの受信信号と、例えばＦＭラジオ信号であ
る第二のタイプの受信信号とを受信するための受信機に関する。本発明はまた、このよう
な受信機を組み込んだマルチメディア装置にも関する。この受信機は、マルチメディア装
置が例えばＴＶ及びＦＭラジオの受信機能を持つように該装置の機能性を高めることがで
きる。このマルチメディア装置は、各種アドオンカードが差込まれるスロットを有するパ
ーソナルコンピュータ（ＰＣ）の形態であっても良い。前記受信機は、これらアドオンカ
ードの一つで実施されても良い。ゆえに、前記ＰＣは、ＦＭラジオやＴＶの放送局により
送信された情報をアクセスすることが出来る。
背景技術
ＴＶ及びＦＭラジオの信号を受信可能な受信機は、米国特許第５、１４８、４２０号に記
載されている。この先行技術の受信機では、ＴＶ及びＦＭラジオ信号の双方が、共通のＲ
Ｆ入力を経由して単一のチューナに供給される。この単一のチューナは、ＴＶ受信では一
般的である、ある特定の受信信号を約４０ＭＨｚの固定中間周波数（ＩＦ）に変換する。
前記チューナにより生成されたＩＦ信号は、ＴＶまたはＦＭラジオの受信に対して異なっ
て処理される。ＴＶ受信に関しては、ＩＦ信号は、最も今日の受信機におけるＩＦ信号処
理と極めて同様に処理される。ＦＭラジオ受信に関しては、ＩＦ信号は、フィルタユニッ
トを経由して単一チップのＦＭラジオの集積回路（ＩＣ）に供給される。このＦＭラジオ
ＩＣにおいて、ＩＦ信号は、公称１０．７ＭＨｚのＦＭのＩＦ信号を得るために周波数変
換され、さらに一般的な方法で処理される。
前記先行技術の受信機は、共通のＲＦ入力において受信したＴＶ及びＦＭラジオ信号の双
方から情報を復元できるが、該先行技術の受信機は、フレキシビリティがかなり低い。
発明の開示
本発明の目的は、情報の復元が上述の先行技術の受信機よりもさらにフレキシブルである
受信機を提供することにある。
本発明の一つの態様によれば、請求項１で定義された受信機が提供される。
本発明の別の態様によれば、マルチメディア装置がこのような受信機を有する。
本発明のさらに別の態様は、請求項４に定義されるチューナを提供する。
本発明は、ＴＶ及びＦＭラジオ信号の双方の受信に使用されてもよい。このような使用の
一例では、ＴＶ及びＦＭラジオ信号の双方を受信するチューナが、受信信号が供給され得
る二つの入力を有する入力部を持つ。一方の入力は、例えば受信信号が配給されるケーブ
ルネットワークに接続されてもよい。他方の入力は、例えば、簡単なワイヤアンテナをプ
ラグインするために使用されてもよい。多くの場合、このようなワイヤアンテナは、ロー
カル放送局を許容できる品質で受信するために充分であろう。本発明は、ローカル放送局
またはいかなるその他のオンエア受信信号が常にケーブルネットワークにより提供されな
いであろう点を考慮している。
本発明は特に、マルチメディアへアプリケーションに適している。冒頭に示したように、
本発明による受信機は、アドオンカードに組み込まれてもよい。本発明により提供される
フレキシビリティは、前記アドオンカードの機能性をさらに高め、これにより該アドオン
カードが多彩なマルチメディアアプリケーションに用いられることが出来るようになる。
有利なことに、前記入力部は、前記チューナからの二つの入力の少なくとも一つを効果的
にデカップリングするためのスイッチを有している。本発明のこの実施例は、ユーザが作
ったワイヤアンテナは不確定のインピーダンスを有する点を考慮している。ワイヤアンテ
ナ入力におけるこの不確定のインピーダンスは、別の入力を経由して受信されたケーブル
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れた、第二の中間周波信号処理装置とを有する受信機

請求項２に記載の受信機と、
前記受信機を制御し、データ信号を処理するための制御ユニットとを有するマルチメディ
ア装置。



ネットワーク信号の受信に影響するかも知れない。前記スイッチは、前記チューナから不
確定のインピーダンスを絶縁することが出来る。
有利なことに、マルチバンドのチューナが、受信信号の周波数に依存して、複数の分岐の
一つで受信信号を処理するために使用され、スイッチが、一つの分岐の入力に結合されて
いる。従って、他の分岐で処理されている受信信号は、効果的に上記スイッチをバイパス
する。この本発明の実施例は、大部分のスイッチがある程度の非線形性を実際には有して
いる点を考慮している。このような非線形性は、例えば相互変調を引き起こすことにより
、受信品質を劣化させ得る。
本発明は、図面に示される実施例を参照しつつより詳細に以下に記述される。さらに、従
属請求項に規定される有利な具体化の詳細が、図示される実施例を参照して同様に記述さ
れる。
【図面の簡単な説明】
第１図は、本発明によるチューナの一例をブロック図の形態で示したものである。
第２図は、第１図のチューナにおける種々の分岐に信号を伝送するためのスイッチ可能な
入力部の一例を回路図の形態で示したものである。
第３図は、第１図のチューナにおける種々の分岐に信号を伝送するためのスイッチ可能な
入力部の好ましい一例を回路図の形態で示したものである。
第４図は、第１図のチューナを有するマルチメディア装置の一例を概念図の形態で示した
ものである。
図中で、類似の構成要素は類似の参照記号を有している。
発明を実施するための最良の形態
本発明を、一例として、ＴＶ及びＦＭラジオ信号の双方を受信することが出来る第１図の
チューナを参照して述べる。これに関し、第１図のチューナの具体的な態様が、第２図と
第３図を参照して同様に議論され、また第１図のチューナのマルチメディアアプリケーシ
ョンの一例が、第４図を参照して議論される。最後に、請求された本発明の範囲が図に示
された諸例を充分越えたものであることを示すために、いくつかの補足がなされる。
第１図のチューナを参照すると、ＴＶ及びＦＭラジオ信号は、それぞれ入力ＴＶＩＮとＦ
ＭＩＮに供給する。第１図のチューナは、所望の受信信号に関する、例えば信号の周波数
と型：ＴＶまたはＦＭである、同調制御データＴＣＤを受信する。所望の受信信号に応じ
て、第１図のチューナは、出力ＩＦＯＵＴに中間周波信号ＩＦＳを供給する。
第１図のチューナは、２つのモード：所望の受信信号がＴＶ信号である場合のＴＶモード
、または所望の受信信号がＦＭラジオ信号である場合のＦＭモードで、動作することが出
来る。ＴＶモードでは、中間周波信号ＩＦＳは３８．９ＭＨｚの中間周波数であり、以下
ＴＶ -ＩＦと略記する。ＦＭモードでは、中間周波信号ＩＦＳは、１０．７ＭＨｚの中間
周波数であり、以下ＦＭ -ＩＦと略記する。
第１図のチューナは、いわゆる３バンドの概念を基礎としている。これは、第１図のチュ
ーナが３つの各関連する周波数帯域：高域、中域及び低域のＴＶ信号を処理するために３
つの個別の分岐を有していることを意味する。各々の分岐は、以下の部分：入力フィルタ
ＲＦＩ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌ、入力増幅器ＲＦＡ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌ、バンドパスフィルタＢＰＦ -Ｈ /-Ｍ /
-Ｌ、ミキサーＭＩＸ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌ、発信回路ＯＳＣ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌ、及び発振共振回路ＯＲ
Ｃ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌ、を有している。接尾語の -Ｈ、 -Ｍ、 -Ｌは、関連する部分が高域、中域ま
たは低域のどの分岐に属するかを現わす、これらの部分の参照符号として使用されている
。第１図のチューナは、例えばフィリップスセミコンダクターズ社により製造されたＴＤ
Ａ５７３６のタイプのミキサー・発振器集積回路ＭＯＩＣを使用することで具体化されて
もよく、第１図では、破線の四角形でＭＯＩＣは現され、該四角形内に存在する部品を有
している。
第１図のチューナでは、ＦＭラジオ信号は、低域分岐で処理される。スイッチＳＷＩＮが
、低域分岐と入力ＴＶＩＮまたは入力ＦＭＩＮのどちらかとを結合する。第一の場合、Ｔ
Ｖ信号が低域分岐に供給され、その他の場合、ＦＭラジオ信号が低域分岐に供給される。
スイッチＳＷＩＮの位置は、第１図のチューナが動作しているＴＶまたはＦＭのモードに
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依存しても良い。しかしながら、ある応用例では、スイッチＳＷＩＮをモードに独立させ
て制御することが望ましい。例えば、ＦＭラジオ信号は、入力ＴＶＩＮと入力ＦＭＩＮの
両方に存在するかもしれない。この場合、ＦＭモードで最良のＦＭラジオ受信のためにス
イッチＳＷＩＮの位置を選択することが有利であろう。ある種のダイバーシティアンテナ
が設けられる。一方のアンテナは、例えば入力ＦＭＩＮに結合されるワイヤアンテナであ
ってもよく、他方のアンテナは、例えば該アンテナを経由してＦＭラジオ信号も受信でき
るＶＨＦ /ＴＶアンテナであってよい。
各々の分岐では、入力フィルタＲＦＩ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌが、入力増幅器ＲＦＡ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌの過
負荷をさけるために、所望の受信信号からかなり離れた周波数の信号を減衰させる。増幅
器ＲＦＡ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌは、利得制御電圧Ｖａｇｃにより制御される。バンドパスフィルタ
ＢＰＦ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌは、望ましくない信号のさらなる減衰を与える。ミキサーＭＩＸ -Ｈ /-
Ｍ /-Ｌは、所望の受信信号を発振信号ＯＳＳ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌでかけ算することにより、所望
の受信信号の周波数シフトを起こす。この発振信号ＯＳＳ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌは、発振回路ＯＳ
Ｃ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌと該発振信号ＯＳＳ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌの周波数を決定する発振共振回路ＯＲＣ -
Ｈ /-Ｍ /-Ｌとにより生成される。ミキサーは、中間周波増幅器ＩＦＡＭＰを経由して中間
周波信号ＩＦＳを提供する。
各々の分岐では、フェイズロックループ回路ＰＬＬが、関係する分岐の発振信号ＯＳＳ -
Ｈ /-Ｍ /-Ｌを制御する。フェイズロックループ回路ＰＬＬは、従来同様、チューナ制御デ
ータＴＣＤ及び発振信号増幅器ＯＳＳＡ経由で受信した発振信号ＯＳＳ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌから
同調電圧Ｖｔｕｎを導き出す。同調電圧Ｖｔｕｎは、発振共振回路ＯＲＣ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌに
印加される。ＴＶモードでは、低域分岐の発振信号ＯＳＳ -Ｌが、所望の受信信号とＴＶ -
ＩＦ（３８．９ＭＨｚ）の和である周波数に設定される。ＦＭモードでは、発振信号ＯＳ
Ｓ -Ｌが、所望の受信信号とＦＭ -ＩＦ（１０．７ＭＨｚ）の和である周波数に設定される
。
各々の分岐で、同調電圧Ｖｔｕｎはまた、入力フィルタＲＦＩ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌ及びバンドパ
スフィルタのそれぞれの通過帯域を変化させるために使用される。好ましくは、通過帯域
は、所望の受信信号を含むべきである。そうでなければ、所望の受信信号は歪を受け、望
ましくない信号が充分に減衰されない可能性がある。ＴＶモードでは、通過帯域は、発振
信号の周波数とＴＶ -ＩＦの差を中に含むべきである。ＦＭモードでは、通過帯域は発振
信号の周波数とＦＭ -ＩＦの差に中心がおかれるべきである。発振信号の周波数に関する
通過帯域の位置は、受信帯域を通して同調され、ここではトラッキングとして参照される
。
フェイズロックループ回路ＰＬＬはまた、モード切り替え信号ＴＶ /ＦＭを供給する。低
域分岐では、モード切り替え信号ＴＶ /ＦＭは、発振共振回路ＯＲＣ -Ｌを切り換えるため
に使用される。発振信号ＯＳＳ -Ｌは、同調電圧Ｖｔｕｎの所定の値に対しＴＶモードで
はＦＭモードでよりも高い周波数に切り換えられる。入カフィルタＲＦＩ -Ｌ及びバンド
パスフィルタＢＰＦ -Ｌのそれぞれの通過帯域は、同調電圧Ｖｔｕｎの所定の値について
、実質的に一定に保たれる。このように、入力フィルタＲＦＩ -Ｌと、一方ではバンドパ
スフィルタＢＰＦ -Ｌとの、また他方では発振信号ＯＳＳ -Ｌとの間の周波数のオフセット
が切り換えられる。周波数オフセットは、好ましくは、ＴＶモードではＴＶ -ＩＦに、及
びＦＭモードではＦＭ -ＩＦに切り換えられる。
さらに、モード制御信号ＴＶ /ＦＭは、好ましくは、低域分岐ではバンドパスフィルタＢ
ＰＦ -Ｌの通過帯域幅を切り換える。ＴＶモードでは、バンドパスフィルタＢＰＦ -Ｌは、
好ましくは、例えば１０ＭＨｚのかなり幅広の通過帯域を有し、一方、ＦＭモードでは、
通過帯域は、好ましくは、例えば１ＭＨｚのかなり狭いものである。
第２図は、第１図のチューナにおける入力ＴＶＩＮ及びＦＭＩＮでの、低域分岐、中域分
岐、高域分岐への信号の伝送のためのスイッチ可能な入力部の一例を回路図の形で示した
ものである。第１図に示されているスイッチＳＷＩＮは、電気的に等価ではなく、むしろ
第２図の入力部では機能的に表現されていることが留意されるべきである。第２図の入力
部は、スイッチ切り替えを行わず、入力ＴＶＩＮからの高域、中域及び低域のＴＶ信号を
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関係する分岐へ適宜伝送するための回路を含むものである。
第２図の入力部は、添付された米国特許第４、８５１、７９６号に記述された先行技術の
ＴＶ -ＲＦ入力回路に基づき、ここでは参照することにより組み込まれる。この先行技術
のＴＶ -ＲＦ入力回路に対応する第２図の構成要素は、以下の通りである：イメージトラ
ップ１０、インダクタンスＬ１、Ｌ２及びＬ３、並びにコンデンサＣ。第２図では、前述
の構成要素の参照記号は、上記先行技術のＴＶ -ＲＦ入力回路を示す米国特許第４、８５
１、７９６号の図面内の対応する構成要素の参照記号と同一になっている。
本発明の本実施例によれば、第２図の入力部は、４つのスイッチングダイオードＤ１、Ｄ
２、Ｄ３及びＤ４それぞれを有している。ＦＭモードでは、スイッチングダイオードＤ２
及びＤ４が導通し、一方、スイッチングダイオードＤ１及びＤ３はともに導通しない。Ｔ
Ｖモードでは、スイッチングダイオードＤ１及びＤ３が導通し、一方、スイッチングダイ
オードＤ２及びＤ４は導通しない。４つのスイッチングダイオードＤ１、Ｄ２、Ｄ３及び
Ｄ４は、従来同様、第１図のチューナに表現されているモード制御信号ＴＶ /ＦＭにより
制御されてもよい。しかしながら、ある応用例では、当該チューナが動作しているＴＶま
たはＦＭのモードとは独立してスイッチＳＷＩＮを制御することが好ましいかもしれない
。すなわち、これらの応用例では、スイッチＳＷＩＮの制御のために別途の制御信号が使
用される。
第２図の入力部では、ＴＶモードにおいて、スイッチングダイオードＤ１が、ＦＭラジオ
信号が供給される入力ＦＭＩＮを効果的に短絡する。これは、特に高域のＴＶ信号の受信
品質を増進し、そのことは以下のように説明されることが出来る。
入力ＦＭＩＮに接続された信号源は、明確なインピーダンスを有していないかもしれない
。例えば、ローカルＦＭラジオ放送局を充分な品質で受信するためにはしばしば充分であ
るので、あるユーザーは、一本のワイヤを接続しただけである可能性が充分にある。この
ようなワイヤアンテナのインピーダンスは全く不確定であり、さらにこのインピーダンス
は、例えば４８から８５５ＭＨｚまでの範囲のＴＶ周波数帯域で著しく変化しうる。入力
ＦＭＩＮがＴＶ -ＲＦ入力回路から十分に絶縁されていない場合、これは入力ＴＶＩＮに
接続された信号源と関連する入力フィルタＲＦＩ -Ｈ /-Ｍ /-Ｌとの間の電力整合に影響す
るかもしれない。
ＴＶモードでは、スイッチングダイオードＤ２及びＤ４が絶縁を提供する。しかしながら
、ＴＶモードにおいては、スイッチングダイオードＤ２及びＤ４は、逆バイアスされ寄生
容量を有する。結果として、絶縁は周波数が増加するに連れて弱くなる。例えば入力ＦＭ
ＩＮに接続されたワイヤアンテナに依存して、不十分な量のＴＶ信号電力しか、関連する
入力フィルタに伝送されないことが起こるかも知れない。特にこの意味で、高帯域のＴＶ
信号は影響を受けやすい。上述の問題は、ＴＶモードでは入力ＦＭＩＮを効果的に短絡す
ることにより解決される。
第２図の入力部では、絶縁は、既に述べたように、背中合わせの構成で配列された、スイ
ッチングダイオードＤ２及びＤ４により提供される。この付加的な特徴はまた、高帯域の
信号の受信品質を増進し、そのことは以下のように説明することが出来る。実際には、入
力ＦＭＩＮの絶縁の寄生容量は、例えば接続の寄生インダクタンスと組み合い、整合不良
を引き起こす寄生共振回路を形成するかもしれない。寄生容量を半減することにより、例
えば寄生共振回路を、満足のいく電力整合を得るために充分離調させることができる。
第２図の入力部は、スイッチングダイオードＤ３と直列になっている抵抗Ｒ２を有してい
る。スイッチングダイオードＤ３の状態に依存して抵抗Ｒ２は、詳細に示されるように、
入力フィルタＲＦＩ -Ｌの特性に影響したりしなかったりする。入力フィルタＲＦＩ -Ｌは
、基本的に並列共振回路であり、インダクタンスＬ４を含んでいる。ＦＭモードではスイ
ッチングダイオードＤ３は導通せず、ゆえに、抵抗Ｒ２は効果的に並列共振回路から絶縁
され、これはかなり高いＱを有する。しかしながら、ＴＶモードでは、スイッチングダイ
オードＤ３は導通し、抵抗Ｒ２は効果的に入力フィルタＲＦＩ -Ｌの並列共振回路のＱを
減少する。これは、ＦＭモードでは、入力フィルタＲＦＩ -ＬがＴＶモードでの該フィル
タより狭い帯域幅を有するという有利な効果をもたらす。
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第２図の入力部では、入力ＦＭＩＮはＦＭ入力フィルタを経由してスイッチングダイオー
ドＤ１及びＤ４に結合されている。ＦＭ入力フィルタは、二つのインダクタンスＬ５及び
Ｌ６と、キャパシタンスＣ１とにより構成されている。第２図の構成要素で参照記号がな
いものは、当業者には直ちに解ることであるが、適宜に交流及び／または直流信号をカッ
プリングするために用いられている。結果として、これらの構成要素は、本明細書でさら
に議論される必要はない。
第３図は、第１図のチューナにおける、入力ＴＶＩＮ及びＦＭＩＮにおける信号を低域分
岐、中域分岐及び高域分岐に伝送するための好ましい入力部を、回路図の形態で示したも
のである。第２図の入力部と同様に、第３図の入力部は、米国特許第４、８５１、７９６
号に記述された先行技術のＴＶ -ＲＦ入力回路に基づいている。しかしながら、本発明の
本実施例によれば、第３図の入力部においては、入力ＴＶＩＮにおける低域のＴＶ信号は
、第２図の入力部とは異なった方法で低域分岐に伝送される。第３図の入力部では、低域
のＴＶ信号は、高域分岐における入力フィルタＲＦＩ -Ｈを経由して入力フィルタＲＦＩ -
Ｌに供給されている。
第３図では、低域のＴＶ信号が伝送される前記高域分岐における入力フィルタＲＦＩ -Ｈ
が詳細に図示されている。入力フィルタＲＦＩ -Ｈは、インダクタンスＬＨ、バリキャッ
プダイオードＣＨｖａｒ及びキャパシタンスＣＨｐａｄを含み、これらは並列共振回路を
構成している。この並列共振回路の信号は、インダクタンスＬＨｔａｐ及びキャパシタン
スＣＨｔａｐの直列配置を経由して取り出される。入力フィルタＲＦＩ -Ｈ内のインダク
タンスＬＨは、高域の並列共振回路を同調させるために好適な値を有するべきである。従
って、たとえＬＨが低域においてかなり小さいインピーダンスを有しても、近似により、
低域においては短絡回路として見なすことができる。
第３図の入力部は、第２図の入力部における４つの代わりに、３つのスイッチングダイオ
ードＤ１Ａ、Ｄ２Ａ及びＤ３Ａを有する。スイッチングダイオードＤ１Ａが導通している
際、入力フィルタＲＦＩ -Ｈの並列共振回路の一方の端は、効果的にグラウンドに結合さ
れている。しかしながら、スイッチングダイオードＤ１Ａが導通していない場合、低域の
ＴＶ信号は、入力フィルタＲＦＩ -Ｈを経由して入力フィルタＲＦＩ -Ｌに伝送されても良
い。このような伝送に対しては、スイッチングダイオードＤ２Ａは、導通状態にあるべき
である。非導通状態に切り換えられた場合、スイッチングダイオードＤ３Ａが、入力ＦＭ
ＩＮのＴＶ -ＲＦ回路からの満足のいく絶縁を提供する。入力ＦＭＩＮを効果的に短絡す
るためのスイッチングダイオードは、第２図のスイッチングダイオードＤ１のようには第
３図の入力部に現わされていない。
第３図の入力部は、４つのスイッチング状態：ＴＶ低域、ＴＶ中域、ＴＶ高域及びＦＭに
区分することが出来る。以下の表１は、スイッチング状態と３つのスイッチングダイオー
ドの各々の状態との間の関係を個別にリストしたものである。表１では、０は関連するス
イッチングダイオードが非導通状態にあることを現わし、１は導通状態にあることを現し
ている。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第３図では、３つのスイッチングダイオードＤ１Ａ、Ｄ２ＡびＤ３Ａの各々が、個別の制
御信号Ｓ（Ｄ１Ａ）、Ｓ（Ｄ２Ａ）及びＳ（Ｄ３Ａ）をそれぞれ受信する。これら制御信
号は、例えば帯域スイッチング論理回路（図示せず）を経由してフェイズロックループ回
路ＰＬＬから得ることができる。

10

20

30

40

50

(6) JP 3928737 B2 2007.6.13



ＴＶ高域のスイッチング状態では、３つのスイッチングダイオードＤ１Ａ、Ｄ２Ａ及びＤ
３Ａの全てが効果的に絶縁に寄与するので、入力ＦＭＩＮにおけるいかなる不確定のイン
ピーダンスも高域分岐から非常によく絶縁される。ＴＶ高域のスイッチング状態において
は、スイッチングダイオードＤ２Ａ及びＤ３Ａは導通せず、スイッチングダイオードＤ１
Ａは導通する。ＦＭスイッチング状態では、スイッチングダイオードＤ３Ａは入力ＦＭＩ
ＮにおけるＦＭラジオ信号を低域分岐に伝送するために導通する。スイッチングダイオー
ドＤ１Ａ及びスイッチングダイオードＤ２Ａは、入力ＴＶＩＮを低域分岐から絶縁するた
めに導通しない。
第３図の入力部では、インダクタンスＬ１Ａが抵抗Ｒ２と直列に接続され、この機能は既
に第２図に関して説明済みである。インダクタンスＬ１Ａは、ＴＶモード時とＦＭモード
時で異なった方法で入力フィルタＲＦＩ -Ｌを同調させる。第１図のチューナを参照する
と、同調の差異は、バンドパスフィルタＢＰＦ -Ｌのいかなる離調に対し補償するために
、該フィルタの通過帯域を切り替える結果として有利に使用されても良い。適切なインダ
クタンスＬ１Ａの値により、入力フィルタＲＦＩ -Ｌ及びバンドパスフィルタＢＰＦ -Ｌの
通過帯域が、かなり整合する。
第３図の構成要素で参照記号がないものは、当業者には直ちに解ることであるが、適宜に
交流及び／または直流信号をカップリングするために使用される。結果として、これらの
構成要素は本明細書でさらに議論される必要はない。
第４図は、第１図のチューナＴＵＮを有するマルチメディア装置の一例を示す。第１図の
チューナＴＵＮは、アドオンカードＰＣＡＯに組み込まれ、このアドオンカードＰＣＡＯ
は、マルチメディア装置のアドオンカードのホルダＨＯＬにプラグインされている。第１
図のチューナＴＵＮとは別に、前記アドオンカードは、ＴＶＩＦ信号処理回路ＴＶＩＦＣ
及びＦＭＩＦ信号処理回路ＦＭＩＦＣを含んでいる。後者の回路は、第１図のチューナＴ
ＵＮにより供給される中間周波信号ＩＦＳをＩＦ分離フィルタＩＦＳＦを経由して受信す
る。第１図のチューナＴＵＮ、ＩＦ分離フィルタＩＦＳＦ及びＴＶＩＦ信号処理回路ＴＶ
ＩＦＣは、シールドされた金属ボックスＳＭＢに収納されている。上述の構成要素を含む
このシールドされた金属ボックスＳＭＢは、このように製造され、アドオンカード製造業
者に販売されても良い。
第４図のマルチメディア装置は、ユーザーインターフェイスＵＩＦ、制御ユニットＣＣＵ
、映像表示装置ＰＤＤ及び音声再生ユニットＳＲＵを含んでいる。ユーザーは、ユーザー
インターフェイスＵＩＦを通して所望の受信信号を選択する。例えば、ユーザーは、ユー
ザーインターフェイスＵＩＦの一部であるキーボードでプログラム番号を入力することが
出来る。制御ユニットＣＣＵは、第１図のチューナＴＵＮが所望の受信信号を選択するよ
うに、効果的にアドオンカードＰＣＡＯを制御する。例えば、制御ユニットＣＣＵは、メ
モリ（図示せず）に記憶されている、所望の受信信号の周波数とその信号のタイプ：ＦＭ
またはＴＶに関する命令を与える。これらの命令は、第１図のチューナＴＵＮにチューナ
制御データＴＣＤの形態で供給される。アドオンカードＰＣＡＯは、所望の受信信号から
得られた例えば音声及び／またはビデオの情報を提供し、この情報は、制御ユニットＣＣ
Ｕでさらに処理され得る。この音声及び／またはビデオの情報は、それぞれ音声再生ユニ
ットＳＲＵ及び映像表示装置ＰＤＤを経由してユーザーに提供される。
明らかに、本発明は、上述の実施例とは異なった方法で具体化可能である。これに関し、
請求項中のいかなる参照記号は、関連する請求項を限定するように解釈されてはならない
。請求されている本発明の範囲が、上述の実施例を充分越えていることを示すため、いく
つかの最終的な補足をする。
本発明は、組合わされたＴＶ及びＦＭラジオの受信、二つの異なったタイプの受信信号ま
たは入力ＴＶＩＮ及びＦＭＩＮのような二つの入力に限定されるものではないことが留意
されるべきである。望むならば、より多くの入力を使用することが可能である。
さらに、本発明は、マルチメディアアプリケーションに限定されない。本発明は、ＴＶ受
信機及びビデオテープレコーダーのような受信機を有するいかなる装置で使用されても良
い。
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本発明は、第１図に示されたような３バンドのチューナの概念に限定されないことが同様
に留意されるべきである。原則として、本発明は、いかなるチューナの概念、例えば、２
バンドのチューナの概念に対して適用されても良い。
本発明は、米国特許第４、８５１、７９６号に記載されているようにＲＦ -ＴＶ入力回路
の使用に限定されないこともさらに留意されるべきである。
最後に、より多いまたはより少ない数のスイッチングダイオードが使用可能であることが
留意されるべきである。例えば、第２図の入力部では、スイッチングダイオードＤ２及び
Ｄ４の何れか一方が省略されても良い。スイッチングダイオードＤ４は、例えばコンデン
サにより置き換えられても良い。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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